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かなの家で作った新しい家「天国の家」→ 

かなの家の 2階に大切に飾られています。 

2016年 1月 21日、かなの家で共に歩んでいた松田修さんが召天されました。43歳と

いう若さでした。2013 年 10 月 28 日には長島みどりさんが召天されました。かなの家

では、召天された 2人になにかできないか考えていました。 

そして、かなの家のアシスタントであるジョナスが良い提案をしてくれました。それ

が、かなの家の新しい家「天国の家」です。 

ジョナスのいたスイスのラルシュでも、同じようになかまの方が召天されました。  

沢山のなかまやアシスタントが悲しみました。時間が経っても気持ちの整理がつかず、 

どうしようかと考えていると、一人のなかまが亡くなったなかまの為の新しい家をつく

ろうと提案をしました。スイスのラルシュでは 3 つの家があったので、4 番目の家とし

て作りました。新しい家をつくったことで、他のなかまも寂しい気持ちがなくなったそ

うです。 

今回かなの家でも、同じようにかなの家の 

新しい家として「天国の家」を作りました。 

この家を作ったことで、寂しい気持ちから 

ずっと繋がっているような温かい気持ちに 

なれますように。 

 

かなの家の新しい家「天国の家」 

世界じゅうの 

一つ一つの家に 

平和がありますように 

一人一人の上に 

平和の朝が訪れますように 

 

ながい夜が明けるとき 

ながい雨が上がるとき 

立ちあらわれた虹の中に 

あなたの家を見つけられますように 

 

手をふって笑う 

あなたを見つけられますように 

たまらなく蒼い空から降りてくる 

笑い声が聞こえますように 

 

あらそいの絶えないこの地の上に 

世界じゅうのすみずみに 

笑い声が降りそそぎますように 

私たちの上に 

私の中へ         （健二・けんじ） 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ラルシュかなの家で感じていること 

 

 

春の予感 

 

立春もすぎ、時おり冬将軍が名残惜し

そうに存在感をアピールしている、今日

この頃です。かなの家のみんなも、暖か

いので一枚薄着に、寒いので一枚重ね

て、なんとかインフルエンザの猛威に立

ち向かっています。 

 それでも少しずつ、近くの安倍川の土

手の桜に、大根の収穫を終え春野菜の種

がまかれた畑に、春の訪れを感じます。 

 

アシスタントな ひとこま その八 

 

新年度になると、新しい仲間が 

２名増えます。しばらくは緊張の毎日で

しょうけれど、すぐに打ち解けて、持ち

前のキャラクターを発揮してくれること

でしょう。 

ここはかなの家ですから。 

スタートの春がそこまでやってきてい

ます。私も何をスタートさせましょう

か。 

その歳で？ 

だれだ！ 

         （裕美・ひろみ） 

ありがたいことに、ラルシュかなの家には訪問してくださるお客さんがいます。その人たちから話しを聞く機会がある

のですが、何人かのお客さんが、なかまから迎えられた経験を分かち合ってくれました。 

かなの家の迎え方は、お店でお客さんを迎える仕方とは少し違っています。一見、失礼で、分かりにくいときもあ

るかもしれません。しかし、人によっては、かなの家のなかまに迎えられた経験が心に触れます。とくに、自分の弱さに

直面している人、自分を肯定できない人にとっては、迎えられた経験が 「そのままのあなたでいいですよ！」 という

メッセージになります。考えてみると僕もそのメッセージを受けてきました。そのメッセージが必要でした。 

「あなたの文化や宗教のうしろに、愛すること、愛されることの必要なあなたがいます」 というジャンバニエの言葉

があります。以前、ラルシュ生活のなかで、ありのままの自分で許されていると感じる経験をしました。これは、当時、

生活を分かち合った知的障がいを持つなかまとのつながりを思い出しながら、めずらしくとても祈ったときにもらった、

私にとって大事なラルシュの賜物でした。 

 

2016 年 1 月 25 日、松田修さんの召天式が静岡城北キリスト教会で行われ、かなの家のメンバーで参加し

てきました。修さんを見送り、祈ることができたことは、コミュニティにとって特別な時間となりました。修さんを大切な

友人として最後まで歩んでいた静岡城北キリスト教会の方々には感謝の思いです。 

修さんは、自分らしくありのままに生きた人でした。修さんは、不思議な仕方で、周りの人とつながるように呼びか

ける人でした。私が高校生の時に修さんと出会い、そのころから 25 年間、私の名前を呼んでくれ、返事をするとそ

のたびに修さんは喜んでくれました。何を修さんにするわけでもないのですが、ただ、かかわることに喜んでくれていまし

た。 

修さんが伝えてくれた「そのままの言（げん）でいいよ！」というメッセージ、本当にありがとうございました。 

天国からかなの家を見守ってください。 

（言・げん） 



 

やまがたの野崎さんちからの手紙 

 

皆さんお元気ですか。 

 私たちが皆さんと一緒に生活していた頃のかなの家は足久保にありました。 

 小さな母屋を中心にしたにぎやかな一日の終わりには、静かな祈りのひとときがありました。大勢

の人が集う中にはぶつかり合いもたびたびありましたが、心の内を分かち合い、共にいることの喜び

を味わいました。家庭を築いた今も大事にしていることは同じです。 

 

 今は山形県南部にある小国町に住み３年目になります。東北の自然は厳しいですが、美しいです。

様々な人が暮らす地域に入っていくには、時に緊張を感じることもあります。そんな時、思い返すの

は仲間のこと。傷ついても、それ以上に目の前の人と親しくつながりたいという気持ちに素直に生き

る姿。そのことを思い返しながら、私たちも地域の人とつながりを深めています。 

 社会が不安定にある時こそ、人と親しくつながること。これは平和をつむぐ大切な一歩と信じて、

日々暮らしています。 

 

一家の紹介       福島県に住んでいましたが、原発事故のため山形や岐阜に避難した後、 

2013年に山形県小国町に移住しました。 

健（けん）      ：1997 年から 2002年までかなの家のアシスタント。今は社会福祉協議会で

働いています。 

奈都子（なつこ）   ：1999年から 2002年までかなの家のアシスタント。半日は農家のパート。 

半日はお年寄りの支援や子供の放課後活動をしています。 

耕太郎（こうたろう） ：4月から中学 1年生。のんびり屋だけど、いざという時に頼りになる 

お兄さんです。 

さよ子（さよこ）   ：4月から小学 4年生。しっかり者で頼りになるお姉さんです。 

薫（かおる）     ：4月から小学 2年生。サッカーが大好き。 

晴木（はるき）    ：4月から保育園の年長さん。いつも歌って踊っています。 

 

そして… ：5月に 5人目の子供が生まれます！また、みんなで会いに行きますね！ 

 

足久保時代のかなの家の仲間の人・フジオさん

が、東京からはるばる山形まで一人で訪ねてく

れました。  （後列 左） 
野崎 健  奈都子 



知的ハンディで苦しんでいる人とともにいる時、何事も早急に行うことは 

できません。耳を傾け理解するよう、時間をかけねばなりません。 

 

「ラルシュのこころ―小さい者とともに、神に生かされる日々」(47ページ) 

相手のペースに合わせ、ゆっくりと歩むことは、簡単なことではありません。しかし同時に、目の前にい

る相手と真に向き合うことのできる貴重な時間なのだと、日々実感させられています。 

                                        （愛実・まなみ） 

     （愛実・まなみ） 

 

後列 中央が 筆者 

 

 

 

 

フレンズオブラルシュなごや（ＦＬＮ）報告 

 

 いつもＦＬＮのことを心に掛けて頂き、ありがとうございます。 

 ＦＬＮは発足して約 6年半になります。それ以前から今の構成

メンバーの数人は重度の障がいを持つコアメンバーとの関わりを

持っていました。ＦＬＮが出来てからもコアメンバーと関わりつつ

定期的な分かち合いやミーティング、イベントや研修会を実施して

きました。今後もまずは定期的に集って分かち合いやミーティング

を積み重ねる事を基本として、外部との関わり、特に構成員の数

人が所属している(有)たんぽぽとの繋がりを模索していきたいと考えています。何よりも継続することを念頭

に置きつつゆっくりとした歩みを続けていきたいと思っています。 

 

ＦＬＮのコアメンバーと私自身の紹介 

 

 ＦＬＮ(フレンズオブラルシュなごや)に、関わりの深いコアメンバーは

2名で、その中の 1名を少し紹介したいと思います。 

 彼女は昨年 40歳になりました。19歳の時にお母さんが召天され、そ

れからはお父さんや愛実の会、たんぽぽのアシスタントたちのサポートを

受けながら、現在はホームヘルプサービス、生活介護(デイサービス)等を

活用しながら生活しています。自宅は賃貸住宅の 1室でもう 1人のコア

メンバーとシェアハウスの形式で暮らしています。言葉は話せないのです

が、表情や身体の動きや声で自分の思いをはっきりと表現されます。 

 私は今ＦＬＮの代表という立場です。仕事は現在たんぽぽのアシスタン

トで以前は愛実の会のアシスタントでした。上記のコアメンバーとは 20

年以上の付き合いとなります。今は事務仕事と現場での介護の仕事と半々

くらいの割合で楽しく働かせて頂いております。 

                           フレンズオブラルシュなごや（ＦＬＮ） 代表 

中森 由哉 

 

http://larchekananoie.blog.fc2.com/img/20150330155207ef9.jpg/


２０１６年 ラルシュ・リトリートのご案内 

 

日々の暮らしを離れてゆったりとしたくつろぎのうちに 

心の声に耳を澄ませ、神様の呼びかけをきく４日間です。 

 

講師     クリスティ－ヌ・マック・グリ－ビ－ 

（トロリ－のコミュニティ・リ－ダ－） 

       ・・前ラルシュ・インタ－ナショナル・共同コ－ディネ－タ－ 

日時      2016年9月22日（木）～9月25日（日） ３泊４日 

会場      丹沢聖心学舎 神奈川県足柄上郡松田町寄5910  

Tel  0465-89-2333 

お問い合    ２０16ラルシュ・リトリート運営チーム（かなの家） 

わせ先    ｔel 054-206-0830  fax 054-294-8070  

email   larche__kana@yahoo.co.jp 

 

ラルシュ・トロリ－にすんでいます。 約１０数年前に、かなの家に来てくださいました。 

 

はっそう所から 

岩手県の高橋伸幸様から、お便りをいただきました。高橋様は神奈川県川崎市で生まれ育ち、30歳で奥様

の出身地である岩手県沿岸部の町に移住されました。 現在は奥様と高 3の息子さん、中 2のお嬢さんとの

4人暮らしとの事です。精神保健福祉センター等が主催の、自死遺族の分かち合いのための集いのスタッフ

をされています。お義母さまの稲作とほうれん草作りの手伝いをしながら主夫をされているとの事です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

洋野町は岩手県の沿岸部の最北の町で津波の被害もあったが、人的被害はまぬがれたとのこと。御苦労は

並大抵の事ではなかったでしょう。また、ご子息の受験の時期でもあり、大変お忙しいときにお便りをお願

いしてしまいました。 高橋様、これからもずっとお付き合いくださいますようお願い申し上げます。 

 

我が家では台所も風呂も洗濯も全て、かなせっけんの製品で使い始めて、15 年以上になります。

食器洗いや換気扇の汚れ、コンロまわりの壁の汚れも皆、「純」だけできれいになり、大変便利で

経済的です。 

石けんの成分についてお尋ねしても、丁寧に説明をして下さり、とても安心して使う事ができて

います。かなの家味噌もずうっとお世話になっており、酢みそを作るのは、もう何年も、かなの家

味噌のみです。お茶も、杉本園さんの無農薬のお茶を、安心して、おいしくいただいております。 

 

「かなの家便り」を拝見し、障がいのある方々と一緒に頑張っていらっしゃるスタッフの方々や、

一生懸命生きていらっしゃる障がいをお持ちの方々に、励まされ、その方々が作って下さる石けん

を使わさせていただき、お味噌をおいしく食べさせていただき、大変感謝しております。 

 いつもありがとうございます。これからも、よろしくお願いいたします。 

岩手県九戸郡洋野町  高橋伸幸 様 

より 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

自分で言うのもなんですが、私は家事全般がテキトー感たっぷりのち

ょっと残念な主婦です。特にキッチンのレンジ廻りが弱点で、ある日突

然、油のベタベタ汚れに気づき、まるで他人事のように驚いてあわてま

す。（なぜか日頃は全然気づきません）    

そこで登場するのが「かなの家」の粉石けんで作ったジェルせっけん

です。ゴシゴシ力を入れなくてもスルスルと油汚れが落ちていきます。

この簡単、時短、安全が最大の魅力で、日頃残念な主婦を勝利の主婦へ

と導いてくれます。 

   こんな力強い粉せっけんを作ってくださっている仲間のみなさん、アシスタントのみなさん、いつもあり

がとう。感謝します。                           ご近所の主婦 海野和子 

 

 

 

 

ジェルせっけんの作り方 

500ｍｌのペットボトルに 50ｃｃ（30ｇ）の粉せっけん

を入れ、５０℃～６０℃のお湯 300ｃｃを注いで溶かし、 

数時間放置すると完成。 

〈ポイント〉 

〇 熱めのお湯で溶かしてください。 

〇 ジェルになった後、室温が低いと白濁

して分離する場合がありますが、洗浄

力は変わりません。 

 

海野さんは「かなのすまい・つどい」と同じ町内に住むご夫妻。二十数年前から、かなの家のみんな

の友達でいてくださいます。奥様は仲間の人の外出に付き合ったり、誕生会を共にしたり。 旦那様は

特に、飲み友達としてまさいちさんと根気強く(!?) お付き合いいただいています。 写真は最愛のお

孫さん、さきちゃんとしゅうた君。かなの家の食事を何度か共にしてくれています。 

ラルシュ・かなの家 
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